
 

 東広島市監査公表第３号 

 

 

  地方自治法第１９９条第２項及び第４項の規定に基づき、令和元年度定期監査を実施し、同

条第９項の規定により、監査の結果に関する報告を決定したので公表する。 

 

  令和元年１１月５日 

 

 

                    東広島市監査委員  水 戸   晃 

                    同         重 河   格 

                    同         加 藤 祥 一 
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定期監査結果報告書 

 

第１ 監査の対象 

対象部局等 対象期間 

総務部 検査課 平成 30 年度（平成 31 年 3 月末現在） 

政策企画部 広報戦略課 平成 30 年度（平成 31 年 3 月末現在） 

財務部 収納課 平成 30 年度（平成 31 年 4 月末現在） 

建設部 用地課 平成 30 年度（平成 31 年 4 月末現在） 

消防局 予防課 平成 30 年度（平成 31 年 3 月末現在） 

 

 

第２ 監査の実施期間 

令和元年５月１５日から令和元年１０月２４日まで 

 

 

第３ 監査の方法 

監査に当たっては、あらかじめ関係資料の提出を求め、財務事務が適正に執行されてい

るか及び条例、規則等に則り効率的、有効的に執行されているかを主眼として、関係資料

の検査・照合により審査するとともに、実地調査及び関係職員からの説明聴取により実施

した。 

 

 

第４ 監査の結果 

監査の結果、事務事業は関係法令等に従いおおむね適正に執行されていた。なお、軽易

な事務処理誤り等の指摘事項は、その都度、監査時に口頭で指摘した。 

 

第５ 監査意見 

１ 事務処理におけるチェック体制の確立について 

   今期の監査においても、予算の執行事務、契約事務及び財産管理事務について軽易な

ものではあるが、職員の不注意や知識不足によると思われる誤りが見受けられた。 

予算の執行事務、契約事務等については毎年、担当課による事務研修会が開催され、

関係諸規定の周知と理解の向上を図られているところであるが、依然としてこうした誤

りが散見される。 
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業務改善や事務研修会の充実などの取組を行い、職員の意識や知識の向上を図るとと

もに、事務処理におけるチェック体制を確立し、関係法令及び例規等を遵守した事務の

履行に努められたい。 
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定期監査結果報告書（工事監査） 

 

第１ 監査の対象 

令和元年度における工事の執行状況 
 

工   事   名 所 管 部 課 名 

(1) 

 

平成３０年度 消防水利整備事業 

           志和地区耐震性貯水槽設置工事 
都市部都市整備課 

(2) 

 

平成３０年度 放課後児童クラブ施設整備事業 

       （仮称）御薗宇第２児童クラブ新築工事 
都市部営繕課 

 
 

第２ 監査の実施期間 

令和元年５月１５日から令和元年１０月２４日まで 

 
 

第３ 監査の方法 

監査対象の各工事について、設計図書及びその他関係書類を審査するとともに、関係職

員から事業内容を聴取し、実地調査を行った。 

 
 

第４ 監査の結果 

  各工事の執行状況については、次のとおりである。 

 

(1) 平成３０年度 消防水利整備事業 志和地区耐震性貯水槽設置工事 
 

請 負 金 額  ２５，３２７，０８０円 

工 期  平成３０年７月１２日～平成３１年２月２８日 

工事請負業者  有限会社ショウケン 

工事進捗状況  平成３１年３月３１日現在における工事進捗率 １００．０％ 

 

(2) 平成３０年度 放課後児童クラブ施設整備事業 （仮称）御薗宇第２児童クラブ 

  新築工事 
 

請 負 金 額  ３６，２０８，０８０円 

工 期  平成３０年７月１２日～平成３１年１月３１日 

工事請負業者  株式会社カジカワ 

工事進捗状況  平成３１年３月３１日現在における工事進捗率 １００．０％ 

 

工事の設計、積算、契約、施工管理、試験、検査、施工記録等の書類審査及び実地調査

を行った結果、おおむね適正に処理されていた。なお、軽易な事務処理誤り等の指摘事項

は、その都度、監査時に口頭で指摘した。 


